
 消毒薬は一般に、温度が低くなると効力が弱まります。 

 冬季は夏季よりも濃度を濃くして使用してください。 

 また、泥などの有機物が混入すると劇的に効果が落ちます。 

 踏込消毒槽は、消毒槽の前に水洗槽を設置しましょう。 

各温度における最大有効希釈倍数（倍） 

  三角形の面積が消毒薬の効力と言われています。 
  浸漬時間が同じであれば、温度が低くなった場合、 
  同じ効果を得るためには、濃度を濃くする必要があります。 
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踏込消毒槽はできるだけ毎日交換し、 
鶏舎内にウイルスを持ち込まないようにしましょう!! 

消毒薬 ５℃ １５℃ ２５℃ 

アストップ 200 800 3,200 

パコマ 50 100 800 

ゼクトン 1,000 1,600 3,200 

トライキル 1,000 3,200 6,400 

出典: 迫田義博ら、鳥インフルエンザウイルスに対する消毒薬の効果 日本獣医師会雑誌 60  p519-522(2007) 
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